
          

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

  

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

令和６年 ６月号 

奄美市立赤木名小学校 学校便り 

校長 中島 朋子 

 

 ５月２９日・３０日に６年生の修学旅行がありました。また，６月５日・６日に，５年

生の宿泊学習がありました。どちらも，二日間を友達と一緒に過ごし様々な活動をする中

で，互いの友情を育んだことでしょう。思い出いっぱいの一泊二日になりました！ 

 

★楽しかった！修学旅行 
 今年の修学旅行は，１日目のメインは，鹿児島市内での自主

研修でした。グループで散策する中で，鹿児島県のことについ

て様々な学びがあったようです。２日目は，霧島方面に行きま

した。霧島神宮では，何かパワーをもらえたかな？そして，子

供たちがとても楽しみにしていた姶良のイオンタウンでも，楽

しい時間を過ごすことができました。小学校生活６年間の中で

も特に思い出深い行事になったことでしょう。 

★頑張りました！宿泊学習 
 宿泊学習は，大島少年自然の家でありました。二日間の友

達と共同生活では，不自由な中だからこそ味わえる楽しさが

ありました。一緒にカレーを作ったり，キャンプファイヤー

で火を囲んだりと貴重な時間を過ごすことができました。2

日目は，雨の中，自然の家と海の徒歩での往復は大変でした！

しかし，これもよい思い出です。今回の経験で，また一皮むけ

た５年生に期待しています！！ 

 

 現在,総合的な学習の時間に，郷土のことについての学習

をしています。４年生では，郷土料理について，惠知津子さ

んを講師に既に３回の学習をしました。また，３年生では，

楠田莉子さんを講師に，島唄について学習をしました。子供

たちは，本物を知り，触れて，感じて，新たな発見があった

ことでしょう。ぜひ，今後の学習に生かしてもらいたですね。

今後も地域の様々な方に講師としてお越しいただきたいと

思います。その際は，ぜひご協力をよろしくお願いします。 

 ６月８日（土）に，緊急時保護者お迎え訓練が
ありました。昨年度の反省をもとに実施しました
が，保護者の皆様のご協力のおかげで，スムーズ
に訓練をすることができました。実際にお迎えが
必要な状況になると，様々なことが想定され，ス
ムーズにいかない場合もあると思います。今回の
反省を基にして，来年度は一層訓練の精度を上げ
ていきたいと思います。もし，今回の訓練でお気
付きの点がありましたら，ＰＴＡ等で教えていた
だけると助かります。 

 鹿児島市に４年間住んでいた頃,ほぼ毎日温泉に通っていた。お気に入りの温泉がいくつかあった。そのうち

の１つの建物は当時から古かったが泉質もよく,カサブランカなどいつも美しい花が飾られていたことを覚え

ている。番台に座られていた方の言葉は,とても穏やかで優しい鹿児島の言葉だと感じられた。 

  

教員は常に研究と修養に努めなければならない。毎年,年間通した校内研修を計画・実施し,個人的な学びも進

め,教師力や授業力を高めている。教師が一方的に知識を教え込むのではなく,子どもたちが自ら主体的に学習を

進める授業を目指している。先日,加藤先生の授業で研修した。先生方は,加藤先生の授業を通し,自分のことと

対比し,自分に照らし合わせ考えた。学習者主体の授業は,簡単にはつくれない。様々な準備とそのスタイルを子

どもたちに教え,身に付けさせないといけない。市の他校の授業参観に出席した A 先生も，学習者主体の授業に

取り組んでいる。ある授業の後,B さんが A 先生に「今日の授業はおもしろかった」と言ってきたそうだ。「学

習者主体の授業としてはまだまだだが,すごく嬉しかった」と伝えてくれた。その報告を聞いた私も嬉しかった。

活動場面だけだったり,おもしろおかしく教師が話す・・・というのではなく,子どもたちは初めて知ったり,な

るほど～とか,すご～いと思ったり，わかった！できた！等,思えた授業に満足し,そんな授業をしてくれる先生

が大好きになる。そして,「先生の授業，わかる！」「先生の授業が楽しい！」と言われた時は,心の中でガッツ

ポーズ！今までの苦労が吹き飛び,次の意欲へとつながる。A 先生は続けて私に言った。「また,授業について話

したいです」もちろんです。子どもたちのつぶやきこそ教師を育てる力になる。A 先生の学びも B さんたちの

学びも相関的に伸びる！・・・と確信した私のモチベーションも高まった。 

 

言葉は,時には人を傷つけることもある。だが,人を励まし支えるのも言葉 

である。赤木名小校区の方々からの｢いつも読んでいるよ｣と学校だよりの感 

想,保護者の｢校長先生の時代で良かった｣という言葉,かつての赴任地域の 

方々から,１年に一度年賀状に書いてくれている｢いつもがんばっているね｣, 

かつての教え子が残してくれているメッセージ等々・・・心が折れそうなと 

きの支えに，次へのモチベーションになる。 

 

子どもたちのやりとりを耳にするとき,そんなつもりがなくても相手にとって嫌な気持ちを抱かせる言葉も

ある。そんな時「今の～が嫌だった」と表現できれば,相手は嫌な気持ちをさせてしまったことをわび,本当の意

図を伝えることもできる。そんなやりとりができる関係性が,個も集団も高めてくれる。修学旅行では,自主研修

グループ(自分たちだけで,市電等に乗って,目的地を訪れたり,昼食をとったりする)や活動グループ,部屋のグル

ープは違っていた。家族でも,特別仲良しのグループでもない,赤木名小６年の仲間だというだけだ。それでも,

子どもたちはお互いに助け合ったり,言葉をかけあったりして気持ちよく過ごせたようである。他の人の個性を

を認め,自分も認めてもらう・・・それができたからこそ,子どもたちは満足して帰ってくることができた。この

経験を今後に生かしていってほしい。 

言葉の力 

 

日 曜日 行事

4 木 学校評議員会

10 水 赤木名校区青少年育成協議会

13 土 土曜授業　校内相撲大会

19 金 終業式

22 月 教育相談（～7/24）

7月の主な行事予定

 

 ６月７日（金）は，一日遠足がありました。1 年生から４

年生で赤木名海岸に行きました。遠足に行く前は天候が心配

されましたが，その後は気持ちよく晴れてくれました。とて

も蒸し暑くなったので少し心配でしたが，元気いっぱいのハ

ッキナっ子たちは海辺で自由に遊んだり，みんなで弁当を食

べたりと，とても楽しい遠足になりました。 

赤木名小学校ブログ 


